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(1)県内の管理橋梁

県内の橋梁は、10,526橋架かつており、

その内訳は、国管理216橋、県管理2,024橋、市町村管理8,286橋であり、

その形式、橋長、材料及び建設年次は多岐に渡つています。

国管理
216橋 2%

県内の橋梁数 県内の橋梁延長

(2)急増する高齢化橋梁

建設後50年以上を経過した

高齢化橋梁が、今後急増し、

修繕等により大きな負担が

生じることが懸念されます。

10年後
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■ 架設後50年を経過した橋梁の害J合

■ 架設後50年未満の橋梁の割合
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(3)橋梁に生じた様々な損傷

平成19年度より、県管理橋梁726橋 (橋長15m以上)の点検を実施した結果、
約72%にあたる526橋に何らかの劣化・損傷が発見されました。
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(冒 )市町村の橋梁点検率

長寿命化修繕計画を策定する

ための橋梁点検率は、

36%(平成22年 1月末現在 )と
全国平均 (38%)
と同様低い状況です。

(2)市町村の土木技術職員数および長太橋梁敬維

ノtん、

維持管理および橋梁点検に

高度な技術を要する

長大橋を管理している

市町村が多数存在します。

市町村の土木技術職員数および長大橋梁数
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安全0賽 Iふな道路ネットワークの確保こ橋梁0維持管理コストの縮減を回るため、
「事後保全」型維持管理から「予賄保全」型維持管理への転換を回ιlます。

(冒 )長寿命化の視点での巡視内容の充実

職員による

日常点検、定期点検の実施

0日常点検時には、橋梁本体に加えて排水桝の清掃や排水の適切な流末処理等の

点検 0清掃を徹底することで、橋梁の主構造部の劣化・損傷の発生防止に努めます。

(2)予防保全の重喜性

予防保全の重要性 (病気の症状との対比 )
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人の風邪の症状と同様に、

橋梁の維持管理も重症化

する前に処置をする事で、

容易で安価な補修が

可能になります。
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(3)組織体制の強化・職員のスキルアッ7
今後、3年間において

団塊世代の職員が

定年退職を迎えるため、

土木技術職員が

大幅に減少します。

0社会資本 (道路構造物 )の

予防保全に関するとりまとめ

・職員のスキルアップ
ex)橋梁点検マニュアルの作成
道路橋教本の作成

・職員のスキルアップ
ex.)講習会の開催

○○土木事務所

施設保全係
予防保全担当者

・日常点検、定期点検の実施

・補修・補強工事の実施
・市町村に対する予防保全の技術支援窓口

今後の県の組織体制

● 奈良県

橋梁簡易点検要領

奈良県土本部道路管理課

橋梁簡易点検要領 (奈良県版 )

奈良県土木技術職員の分布

(2)市町村の土木技術職員数および長太橋梁敬維

・効率的かつ合理的に

「予防保全」型維持管理

を実施するため、

各土木事務所の組織体制の

強化を図ります。

・点検時の着眼点や損傷事例の紹介等を

内容とする「橋梁点検マニュアル」を作

成し、職員の点検能力向上に活用します。
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(4)「予防保全」型維持管理実施による効果
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約820億 円の
コスト縮減効果

予防保全による維持管理コストの縮減効果
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■耐震補強工事

□補修工事

予防保全実施による予算の平準化

・計画的な点検及び補修工事の

実施により各橋梁の

ライフサイクルコストを縮減し、

毎年の維持管理コストの平準化

及び効率的な予算執行

を図ることが可能となります。
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(5)市町村管理橋梁の予防保全に対する支援

橋梁点検方法、計画策定方法および補修工事に関する講習会を実施し、

市町村技術職員の橋梁に関する知識の向上を図ります。

長寿命化
修繕計画

(ひびわれ注入 )

県が技術的な支援
受託 (垂直補完)または、技術的助言

市町村管理橋梁の維持管理体制 (今後 )

市町村に対する橋梁講習会 橋梁講習会 (現地 )
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(6)今後の橋梁維持管理のマネジメントサイクrL

高齢化橋梁の効率的0合理的な維持管理を実施するために、
「計画策定→補修対策→定期点検→計画の見直し」という
マネジメントサイクルを確立させ継続的な「予防保全」型維持管理に
取り組みます。

データ活用 補修履歴データを反映

点検データを反映

今後の橋梁維持管理のマネジメントサイクル

8

将来の大改修時代に備えて、事後的な修

繕から予防的な修繕へと政策転換を図る

ための計画。

長寿命化及びコスト縮減を図る。

計画に基づいて着実に補修対策を

実施

安全で円滑な交通を確保

日 hn
長寿命化修繕計画

□ 0

欄梁データベース

職員の継観的な育成
職員の点検

能力の向上

改善 0見直し

heck

橋梁点検

日常バトロールによる安全確認

定期的な点検による状態把握

異常時の安全確認

点検や対策の実績をもとにした分

析、新たな技術的知兄等を取り入れ

て施策の改善・兄直しを図る。



(7)今後5年間で耐震補強・補修工事を実施する橋梁

橋梁点検で発見された損傷橋梁
および耐震補強が未完了の橋梁の対策を5年間で重点的に取り組みます。

,今後5年で補修および耐震補強を実施する橋梁
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● 補修工事実施橋梁

○ 耐震補強実施橋梁



国道169号 小口橋
吉野郡下北山村下桑原地内

国道168号  山崎大橋
吉野郡十津川村山崎地内

国道168号 桑畑小井橋
吉野郡十津川村村桑畑地内

国道168号 高橋
吉野郡吉野町河原屋地内

奈良県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会

本計画は、専門知識を有する学識経験者の意見を踏まえて策定しました。

「奈良県橋梁長寿命化修繕計画策定委員会」委員

委員長 関西大学 総合情報学部   教 授  古田  均
委 員 京都大学大学院工学研究科  教 授  杉浦 邦征
委 員 京都大学大学院工学研究科  准教授  服部 篤史
事務局 奈良県土木部道路管理課
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このパンフレットは、平成22年 2月に策定した「奈良県橋梁長寿命化修繕計画」

の内容をわかりやすく説明したものです。

本計画の本文については、奈良県土木部道路管理課のホームベージに掲載しています。

発行/● 奈良県土本部道路管理課
〒630-8501奈良市登大路町30番地

電言舌.0742… 27-7502  FAX.0742¨ 27-5670

ホームペ…ジ http://www口 pref.nara口 jp/doroi/saibo/bousal.htm

奈良県道路管理課

本誌へのこ意見、こ感想などありましたら、上記までお寄せ下さい。


